
1990 年京大後期理□6  
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(解答 1) 二項係数による処理 
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ここで、 2,2 ≧≧ Xl のとき 
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(解答 2) 期待値の和、確率変数の独立性に着目 

2≧l のとき、 )(2
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確率変数 lXXX ,,, 21  は、すべて独立であるから、相違なる ji, について )()()( jiji XEXEXXE   



確率変数 lXXX ,,, 21  は、当たりが出たとき 1、当たりが出ないとき 0をとる。 
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求める期待値は 
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(3) 

1≧l において、 )( 2XE は単調増加である。 
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したがって、 2)( 2 XE となる最小の l は 1 nl  ……(答) 

 

 

(注 1) 

わざわざ小問(1)を入れていることから、出題者が意図した小問(2)の解答は、(解答 2)と思われる。 

 

(注 2) 

 22 )()( XEXE  ではない。 )(XE を求めると、
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